
男 女 共 三 重 県 同 参 画 セ ン タ － 

「三重県内男女共同参画センター３館連携映画祭」開催！ 

男性 
必見 

諸橋泰樹 さ ん 
「構成されたメディアと 
  構成されたジェンダーとの親密な関係」 

私たちは溢れるメディアとどのように接するのか 

教育に尽力した女性のルーツをたどる旅 

2007年大量定年時代はじまる 

輝け！セカンドライフ 
地域に参画するためのヒント 

度会町にゆかりの度会町にゆかりの 河井道 
か わ い   み ち 

度会町にゆかりの 河井道 

県民との協働事業

三重の女性史作成は今
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つながるひろがるメッセージ 
三重県男女共同参画Ｎｅｗｓ 

手を取り合い、三重県の男女共同参画推進へ 

さ ん 
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フレンテとはスペイン語で 
「前向き」という意味です。 

フレンテ 

取材



一口メモ  

フレンテ
 

　Ｒｅｐｏ
ｒｔ 

フレンテみえ 
平成19年度ファンファーレ事業 

 
共催：NPO法人日本ファイナンシャル・プランナーズ協会　三重支部 

芥川賞作家　三田誠広さん講演会　開催！ 
 

フレンテみえでは毎年度の
重要テーマを大きく打ち出
し、スタートする事業をフ
ァンファーレ事業として開
催しています。 

ファンファーレ事業って？ 

フレンテみえでは平成19年度のファンファーレ事業として「2007年団塊
世代の大量定年」を焦点に、「輝け！セカンドライフ」と名付け、団塊世
代を対象に芥川賞作家　三田誠広さんの講演会を行いました。 
定年後、肩書きをはずし、固定的な性別役割分担意識を解消し、家庭や地
域と関わっていくにはどうすればよいか、定年後の生活設計も含め、セカ
ンドライフについて考えました。 
また、県内で活動する団体「嬉野アイリス」による寸劇「もうやめた！み
の虫生活」上演、（社）三重県レクリエーション協会による体操と活動紹
介、ファイナンシャルプランナーによる無料相談会、「輝け！セカンドラ
イフ」パネル展と関連図書展示など盛りだくさんの内容で開催しました。
50～60歳代の男性を中心に、たくさんの方にご参加いただきました。 

　定年を人生の終わりと考えずに、積極的に社会参加しないとい
けない。社会参加の方法には３つあります。（図参照　） 
　私は今が青春だと思っています。定年は、若いころにやりたくてもやれなか

ったことを実現できる本当の自分の人生が始まるときです。20歳の頃を思い出

し、生き甲斐であるという人生の目標を持たなければいけません。また一方で

「僕って何？」ということを真剣に考えないと、生き甲斐を失って、鬱状態に

なりかねない危ない時期でもあります。 

　日本では今、学童保育が大変です。地域ぐるみで皆で楽しみ支えあいながら

子どもが健全に育っていけるような社会を作っていく必要があり、そのために

は、団塊老人に頑張ってもらってボランティアとして活動をする、という方法

もあります。  

　今までは「会社」というコミュニティーがありましたが、これからは地域
のコミュニティーを我々の力で作っていかなくてはい
けない。地域で役立つボランティア活動をやったりNPOを作ったり、起業し
たり、商店街の空き店舗を活用してコミュニティーを作ったり、探し出してみた

らやることはいっぱいあると思います。皆でやるんだから平等であるという民主主義の精神が必要。過去はどうだったかと

いうことは関係ないんですね。  

　こうして一人の人間としてコミュニティーに参加できることは喜びであるという気持ちになって参
加し楽しんでいくと、元気で明るく楽しい老人になる。これを見た若者たちが将来に希望を持って元気になっていくと日本

はいい国になると思います。 

 

三田  誠広（みた  まさひろ）さん 
1948年生まれ。早稲田大学文学部卒。 
1977年『僕って何』で芥川賞。昨年度ま
で早稲田大学客員教授。日本文藝家協会副
理事長。日本文藝著作権センター理事長。
著作権情報センター理事。日本点字図書館
理事。文化庁著作権分科会委員。  
［主な作品］ 
『いちご同盟』『団塊老人』『父親が教え
るツルカメ算』『ダ・ヴィンチの謎ニュー
トンの奇跡』 
 

三田誠広さん講演会から「第二の青春を楽しむため」のアドバイスをピックアップ 
してご紹介します。 
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男女共同参画社会とは…２１世紀を迎え、私たちが目指す社会は、すべての人々の人権が保障され、一人ひとりが性別にかかわらず、自立した個人として、その能力と個性を十分に発揮する 
ことができる社会であり、それぞれに多様な生き方が認められる社会です。そして、その社会は、男女が対等な立場で、社会のあらゆる分野に共に参画し、責任を分かち合う男女共同参画社会 →
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男性講座
一般コ

ース

セカンド
ライフ

応援塾

～地域デビ
ューそ

の前に～

　　

　

ファンファーレ事業「輝け！セカンドライフ」事業の一環として、男性を対象に「セカンドライフ応援

塾～地域デビューその前に～」を開催しました。生活面での自立を目的とした料理実習と、語り合いの

場を設け、地域との関わり方などを考える講座を行いました。 

　地域活動に参加していくには、「○○の社長をしていた」といった肩書きだけ
ではやっていけません。（↑図参照） 
　そして、まずは夫婦で、そして地域でのコミュニケーションが大切。枠組みに
囚われずに色々な感覚・考えを受け止めることがコミュニケーションの基本です。

多様な価値観に出会うことで「らしさ」から自分を解
き放つことも大切です。 
 

男性講座一般コース 
 

「地域活動を上手にしている男性たちには共通の傾向がある」という講師の高井正さんのお話からピックアップしてご紹介します。 
 
 地域活動の極意地域活動の極意 
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①「簡単！男の
家庭
料理」

　 ～おいしく作
ってた

めにな
る～

　 講師：山田 亮
さん
（スー

パー主夫）

②「地域デビュー
その
前に」

　 ～地域参画入
門～　

　 講師：高井 正
さん

　（NPO法人VC
AS理

事、立教
大学

　 兼任講師）

ひろみ会 ちょいワルおやじの会 
（仮称） 
 

「フレンテみえ」で開催
された『男性の家庭科』
や『男性セミナー』など
男性向けの各講座の修了
者たちが、「このまま終
わっては・・。」と、自
主的に始めた男の手料理
教室です。月に一回、い
っぱい作って、いっぱい
食べて、いっぱいおしゃ
べりしています。 

「フレンテみえ」の男性
講座専門コース「イベン
トを創ろう」の修了生に
よる男性グループ。家事
や育児にも目を向け、自
分たちも楽しみながらこ
なしていく新しい時代の
「ちょいワルおやじ」た
ちです。フレンテみえで
の事業参加を中心にスタ
ートし、活動しています。 

このように地域で活動する男性も増えてきています。新しい動きが広がりつつあるのではないでしょうか？ 
フレンテみえでは、地域講座として、男性講座一般コース「お父さんと一緒に腕まくり」を開催する予定です。 
開催地は尾鷲市（８月１９日（日））です。また、志摩市（主催）でも開催する予定です。 
詳しくは、各市またはフレンテみえまでお問い合せください。          

です。（三重県男女共同参画推進条例前文より）「三重県男女共同参画推進条例」は平成12年10年13日に公布、平成13年1月1日から施行されています。　 ↓
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三 重 県 男 女 共 同 参 画  Ｎ ｗ ｓ ｅ 

一口メモ  小藤田さんの講演より　＊日本で公開された女性監督の作品数・・・１９６０年代１１本、１９７０年代１５本、１９８０年代１００本、１９９０年代２５１本 
　　　　　　　　　　＊２００６年に日本で公開された女性監督の作品・・・外国映画１１本、日本映画２５本　小藤田さん曰く、「女性監督はがんばっているんじゃないかと思います。」 
 

三重県内の３つの男女共同参画センター、三重県男女共同参画センター「フ
レンテみえ」、鈴鹿市男女共同参画センター「ジェフリーすずか」、四日市
市男女共同参画センター「はもりあ四日市」は三重県の男女共同参画を推進
するため、まずは３つのセンターが手を取り合い、様々な形で連携していこ
うと取組を進めています。この動きが県内全域へ広がっていくことを願って
います。 

← 
三重県 
男女共同参画センター 
「フレンテみえ」 
TEL:059-233-1130 
 

↑四日市市 
男女共同参画センター 
「はもりあ四日市」 
TEL:059-354-8331 
 
 

→ 
鈴鹿市 

男女共同参画センター 
「ジェフリーすずか」 
TEL:059-381-3113 

 

＊主な取組＊ 

＊平成＊平成17年度から、各センター年度から、各センター
の相談員のための研修を合同での相談員のための研修を合同で
行っています。行っています。 

＊主な取組＊ 

＊平成＊平成1919年度、「三重県内年度、「三重県内
男女共同参画センター男女共同参画センター3館
連携映画祭連携映画祭2007」が実現し」が実現し
ました。ました。 

＊平成＊平成18年度から年度から、 
「センター間連携会議間連携会議」を
月１回程度行っていま月１回程度行っています。 
 

＊平成19年度、「三重県内
男女共同参画センター3館
連携映画祭2007」が実現し
ました。 

＊平成17年度から、各センター
の相談員の研修を合同で行って
います。 

＊平成18年度から、 
「センター間連携会議」を
月１回程度行っています。 
 

三重県内 
男女共同参画センター 
3館連携映画祭 開催！ 

連携事業のひとつ、「三重県内男女共同参画センター３館連携映画祭」
第１弾、映画『三年身籠る』上映＆シネマトークを６月２日（土）にフレ
ンテみえで開催しました。シネマトーク「映画でみる男女の生き方」より、
講師　小藤田千栄子さん（映画・演劇評論家）のお話から抜粋してご紹
介します。 

　最近は、女性監督の作品が非常に増えて
きました。女の人が、女の目で見て映画を
作るということは絶対に必要だと思います。
なぜなら、この世の中は男と女が半々。で
すから、私は、あらゆることにおいて、男
女が半々であることが望ましいことだと思
っています。でも、映画製作の現場は圧倒
的多数が男の人だったんですね。この男の
人たちが考える女のあり方というものが長
い間、世界中で流布されてきたわけです。 
　でもね、やはり世の中というのは進歩し
ている。「そうじゃないんじゃないか」「女
も意見を言っていいんじゃないか」という
運動がアメリカで起こってきた。これは
60年代後半に、ウィメンズ・ムーブメン
トとか女の運動とか言われていますが、世
の中の女性の動きが変わってきますと、映
画は必ずそれを反映します。 

　世界の女性監督作品を上映する「東京国際女性映画祭」
第１回目にフランスの女優ジャンヌ・モローが自身で
監督をした映画の舞台挨拶で言っていたこと。「映画は、
ほとんど男の人が作っていた。これは男の文化であった。
でも、これからは女性も参加して映画製作をし、男と
女の共同の人間の文化にしていかなくてはならない」。
“ああそうか”と。人間の文化というのは、男女半々で、
双方の意見があって、初めて成り立つ文化なのだとい
うことを私たちは学びました。 
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「映画は時代を映す」。映画が映

し出してきた女性像の変化を意識

して観てみると、映画の楽しみ方

が広がりそうですね。 

シネマトークの内容は、ＨＰにも掲載しています。 

簡単に検索 
できます！ 

事業報告のページをご覧ください。 

フレンテみえ 検索 

クリック 

アクセスしてください！ 

2日間で、約
1 2 0 0名の

 

来場者で賑
わいました。
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来年度は・・ 
平成20年6月7日（金）・8日（土）を予定しています。お楽しみに！ 

JULY　2007　VOL. 30　　4一口メモ  
フレンテみえ登録団体とは・・・フレンテみえには登録団体制度があり、フレンテみえの推進する男女共同参画にご賛同いただいているたくさんの団体に登録いた 
だいています。 

Ｐａｒｔ
.２ 

フレンテ
 

　Ｒｅｐｏ
ｒｔ 

6／1（金） 
6／2（土） 

フレンテみえでは、毎年、日頃フレンテみえを拠点に活動されている登録団体
のおまつり「フレンテまつり」を開催しています。 
今年度は、28団体からなるフレンテまつり実行委員会で企画・運営をし、活動
展示・ワークショップ・舞台発表・フリーマーケットなど、日頃の活動発表を
行いました。また、交流・ネットワークづくりの場として盛り上がりました。
その様子をフレンテ棟前の「知識の広場」の催しを中心にご紹介します。 

男女共同参画強調月間 
フレンテみえでは、国が主唱す
る男女共同参画週間(６/２３～６/
２９)を含む毎年６月を男女共同参
画強調月間　（フォルティッシ
モ）と位置づけており、様々な
事業を行っています。 

2日間で、約
1 2 0 0名の

 

来場者来場者で賑
わいました。

 2日間で、約
1 2 0 0名の

 

来場者で賑
わいました。

 フレンテみえエントランスには
オープンカフェが登場！初めて
会う人と話も弾む・・ 
 

社団法人三重
県レクリエー
ション協会に
よる「アイー
ダ　アイダ」 
親子でコミュ
ニケーション
を！ 
 

フォークダンスクラブ
によるデモンストレー
ション。 

パパもママも家族みんなで子
育て支援型フリーマーケット
で買い物。 

男性グループも参
加し、大活躍！ 

男性グループによる昔あそ
び。「お父さん、休みの日
は予約済み！！今日はお父さ
んと外に出て遊ぼう！」 
 

男女共同参画強調月間 



5 　　JULY　2007　VOL. 30 ※「202030」とは………国や県では、重要項目として「社会のあらゆる分野において、2020年までに、指導的地位に女性が占める割合が少なくとも30％程度になるよう期待 
　　　　　　　　　　　する」としています。 

一口メモ  

���
��� 男女共同参画強調月間 

6月23日（土） 
開催！ 

フレンテみえ企画・運営サポーター自主企画事業 
 どう

なって
いますか？

どう
なって

いますか？

あなたの市町の男女共同参画 
～ネットワークづくりに向けて～ 

あなたの市町の男女共同参画 
～ネットワークづくりに向けて～ 

ま　　ち 

フレンテみえ企画・運営サポーターが、男女共同参画週間にちなみ、三重県の男女
共同参画をより一層推進するために、県内の活動者・活動団体が一堂に集まりネッ
トワークを作る機会を企画・実施しました。県内の活動団体による先進的取組の事
例紹介とテーマ別の分科会が行われました。そして、その後の全体会では、各分科
会報告とネットワークづくりに向けた意見交換がなされました。 

県民との協働事業 
フレンテみえ企画・運営サポーター
は、公募によるメンバー（平成19年
６月現在　14名）それぞれの力を発
揮し、フレンテみえと協働で事業を
企画・運営しています。今回の事業
は、サポーターが中心となって、企
画から当日の運営を行いました。 

●テーマ１ 
　これからの男女共同 
　参画推進活動に向けて 
 
●テーマ２ 
　地域で取組むことの 
　難しさ克服に向けて 
 
●テーマ３ 
　「202030」（※）から 
　見る我がまちの現状 

分科会テーマ 
 

↑事例発表は「常磐男女共同参画をすすめ
る会（四日市市）」「東員町男女共同参画
まちづくり推進の会」の方にお話いただき
ました。終了後には、参加者から団体への
発表依頼もあったとのこと。 

←
分
科
会
の
様
子
。 

県・市町女性議員の方にもご参加いただき、政策・方針決

定過程へより多くの女性が参画するためには、一人一人が

自己の問題として

捉え、また女性が

参画できるような

環境を地域で作っ

ていくことも重要

である、などの話

し合いがなされま

した。 

 〜
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界
へ
、
教
育
に
尽
力
し
た
「
河
井 

道
」
〜  
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三
重
の
女
性
史
作
成
は
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三重県出身で教育に尽力し、のちに恵泉女学園を創設した三重県出身で教育に尽力し、のちに恵泉女学園を創設した
「河井道」さん。恵泉女学園同窓会の研修旅行として、河「河井道」さん。恵泉女学園同窓会の研修旅行として、河
井道さんのルーツを辿る旅にフレンテみえも同行させてい井道さんのルーツを辿る旅にフレンテみえも同行させてい
ただきました。ただきました。 

河
井
道
さ
ん
は
、
明
治
１０
年
に

伊
勢
の
神
官
の
娘
と
し
て
生
ま

れ
、
８
歳
の
頃
に
北
海
道
に
移

住
。  

札
幌
の
ス
ミ
ス
女
学
校
に
学
び
、

キ
リ
ス
ト
教
の
信
仰
を
得
、
当

時
札
幌
農
学
校
で
教
鞭
を
と
っ

て
い
た
新
渡
戸
稲
造
の
教
え
を

受
け
、
ア
メ
リ
カ
の
ブ
リ
ン
マ

ー
女
子
大
学
に
留
学
し
ま
し
た
。 

帰
国
後
は
女
子
英
学
塾
（
現
津

田
塾
大
）
で
教
鞭
を
と
り
、
日

本
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
の
創
設
に
尽
力
。 

昭
和
４
年
に
は
恵
泉
女
学
園
を

創
立
。 

第
２
次
世
界
大
戦
後
は
、

教
育
基
本
法
作
成
部
会
の
メ
ン

バ
ー
の
中
で
た
だ
一
人
の
女
性

と
し
て
参
加
し
、教
育
に
尽
力
し

ま
し
た
。 

三重の女性史作成 

フレンテみえでは、近現代（明治～昭
和）の三重の女性がどのように生き、
活動してきたのか、女性の暮らしを振
り返り紹介するため、「三重の女性史」
を作成しています。平成２１年完成に向
け、現在、県民からなる女性史調査研
究員の皆さんと協働で資料収集や聞き
書き調査を行っています。 

↑ 地元の方の案内で、河井道さんの母の
家が建っていたという土地も訪れました。 
もとはお寺跡だったというお話。 
今は茶畑が広がっていました。 

← 恵泉女学園が平成
１９年２月２８日に植樹
した彼岸桜。幼少期
の思い出深い桜とし
て、河井道さん著書
「わたしのランター
ン」の中にも出てき
ます。 
 

↑ 母・菊枝さんのお墓の隣にひっそり
と並ぶ 「河井道之墓」。墓石の横には
キリスト教の十字架が刻まれていま 
した。 
 

このように、活躍しつつも歴史の中に埋もれてきた三重のこのように、活躍しつつも歴史の中に埋もれてきた三重の
女性はまだまだいます。女性はまだまだいます。 
フレンテみえでは、このような女性の歴史や当時の様子をフレンテみえでは、このような女性の歴史や当時の様子を
県民の皆さまに知っていただくとともに、現代の女性の勇県民の皆さまに知っていただくとともに、現代の女性の勇
気づけとなるよう、作成に向け、調査を進めています。気づけとなるよう、作成に向け、調査を進めています。 

河井道さんの母が度会町の牧戸出身であり、北海道へ家族で移住

後、母親が怪我のために牧戸へ帰ってきて暮らしていたことから、

河井道さんも度々この地を訪れ、地元の子どもたちのために日曜

学校を開いていたそうです。 

か
わ
　
い
　

み
ち 

※
恵
泉
女
学
園
史
料
室
及
び
度
会
町
教
育

　
委
員
会
教
育
長
の
大
西
さ
ん
ご
夫
妻
に
　

資
料
提
供
い
た
だ
き
ま
し
た
。　 
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JULY　2007　VOL.30　　6メディア・リテラシーとは・・・メディアを主体的に使いこなす力。（中略）メディアがどのような視点や方法で“現実　を構成し、メディアの仕組みがどの種の偏りを生じやすいかなどの理解を 
含め、メディアとその情報を相対化して分析・評価し、また自らがメディアを使い、コミュニケーションする力を高めることである。（出典：岩波書店「岩波  女性学事典」メディア・リテラシー） 
 

一口メモ  

図書紹介 

　１月の日曜日夕方、自宅に全国紙大阪本
社の新聞記者から電話が入りました。関西
テレビ制作「発掘！あるある大事典II」の納
豆ダイエットを扱った番組が、番組で言っ
ていたようなモニター調査も行なっておら
ず、また海外研究者のお墨つきもなく、デ
ータの多くが捏造だったとの記者会見が行
われたということです。   
　明日の朝刊に載せたいからコメントをく
ださいというので、それでは後ほどメール
しますと言って、メディアは専門家の調査
や研究成果を知る機会を持たない視聴者や
読者の代わりに特権を持っているが、人び
とがデータの信憑性を確かめるすべがない
のをいいことにデータを捏造することは背
信行為であり、視聴者の信頼性を失い、公
権力介入を口実になる、といったような内
容のことを電子メールで送りました。   
　ところが、翌日の朝刊が届けられて大き
く扱われた記事に、送ったコメントは載っ
ていませんでした。それは昨日の夜、やは
り関西で、カラオケボックスが火事になっ
て死者が出、そのことについても紙面を大
きく割かねばならなくなり、記事がオーバ
ーフローしたためでした。   
　私たちが最終的なパッケージとして見て
いる番組や記事は、放送時刻や印刷・発送
時刻に追われ、しかも放映時間枠や紙面ス
ペース、ページ数といった物理的条件、つ
くり手の思惑、政治家からの圧力、スポン
サーの意向など、様ざまなフィルターを通
ってできあがった、つまり構成された「産
物」です。しかし私たちはそういった「駆

け引き（ネゴシエイト）」を知らずに、で
きあがったものだけから知識を得、判断し、
話題にし、現実を生きています。今回の場
合、モロハシのコメントは人びとにとって
「なかったこと」になります。   
　同様に、メディアに登場する何気ない女
性像・男性像も、「構成されたもの」であ
ることをよく認識しておく必要があります。
たとえば天気予報一つとってみても、服装
の試着があり、台本があり、リハーサルが
あり、それらの中に「お天気お姉さん」の
ピンクのワンピースに男性の気象予報士の
ブルーのブレザー、「今日はお洗濯日和で
すね」という彼女に割り振られた台詞に「発
達した雨雲がどうのこうの」という男性が
喋るべき解説、そして「＊＊ちゃん、もう
少し斜め向いてよ」という指示に「○○さ
ん、こちらにカメラ目線を」という指示な
どがあります。テレビ画面では“自然”に
見える天気予報の女性と男性も、このよう
に「つくられて」いるのです。   
　私たちが「女性らしい」「男性らしい」
と感じているものごとの多くが、こうやっ
てパッケージとして構成され商品化されて
いる情報だとしたら、日ごろ当たり前と思
っている女性らしい（男性らしい）服装や
しぐさやことばとは、一体何なのでしょう。
　「性というつくりごと」について気づき
を与えてくれる恰好のテキスト（読み解き
の素材）が、メディアだと言えます。そん
なメディア・リテラシーの視点でこれから
テレビ・新聞・雑誌等に接してみてはいか
がでしょう。 
 

フレンテみえでは、平成19年度男
性講座専門コース「表現してみよ
う！伝えたいメッセージ～フリー
ペーパー、ポスター、絵本などを
作ってみよう～」を開催していま
す。私たちの価値観に大きな影響
力を与えているメディアをどう読
み解くか、講座講師の諸橋さんか
ら視聴者へのメッセージです。 
 

「ジェンダーの語られ方、　 
　メディアのつくられ方」 
著　者：諸橋泰樹 
出版社：株式会社　現代書館 
発　行：2002年12月 
 

図書はフレンテみえ 
情報コーナーで貸出 
しています。 
 

構成されたメディアと 
構成されたジェンダーの親密な関係   
 

執筆者紹介 

諸橋 泰樹 
さん 

もろはし たいき 

大学院在学中から（社）日本新聞協
会研究所で委嘱研究員として新聞を
はじめ各種メディアの調査研究に従
事ののち、１９９３年から尚美学園短期
大学教員。１９９９年よりフェリス女学
院大学教員。 
［主な著書］「雑誌文化の中の女性
学」「季節の変わり目」「ジェンダ
ーの罠」「ジェンダーの語られ方、
メディアのつくられ方」「ジェンダ
ーとジャーナリズムのはざまで」 
 

諸橋泰
樹さんがフレンテみえにやって

くる！

メディアを読み解く力を学びな
がら、実際にフリーペーパーな
どを作成します。 
　開催日：5～11月　全7回 
　講師：諸橋泰樹さん　ほか 
 
＊11/10「男女共同参画フォーラム 
　～みえの男女（ひと）2007～」で　
　作成物の発表を行います。 

「男女共同参画の視点で進める
まちづくり」をテーマに、講演
会やワークショップを開催しま
す。１日目には、諸橋さんをお
招きします。 
　開催日：11月 9 日（金） 
　　　　　　　10日（土） 
 

男女共同参画フォーラム男女共同参画フォーラム 
～みえの男女（ひと）～みえの男女（ひと）20072007～ 

 

男性講座専門コース男性講座専門コース 
「表現してみよう！伝えたいメッセージ
～フリーペーパー、ポスター、～フリーペーパー、ポスター、 
絵本などを作ってみよう～」絵本などを作ってみよう～」 

男性講座専門コース 
「表現してみよう！伝えたいメッセージ
～フリーペーパー、ポスター、 
絵本などを作ってみよう～」 

男女共同参画フォーラム 
～みえの男女（ひと）2007～ 

 

開催中
 

開催中開催中
! 

 
開催中

! 

 

“ 



2007.7

frente

三重県生活部勤労・雇用支援室　 
TEL：059-224-2454  
e-mail：kinko@pref.mie.jp    

　ホームページ　http://www.oshigoto.pref.mie.jp 
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�����������１ 女性のチャレンジ
を応援する

窓口ができ
ました！

����������� 2

「みえチャレンジプラザ」が
近鉄四日市

駅前にオープン！

チャレンジ相談員
（キャリアカウンセラ
ー）があなたの「や
りたい気持ち」を応援
します。 

「みえチャレンジプラザ」では、
女性の仕事やボランティア活動
などへのチャレンジをお手伝い
します！ 

お子様連れでも安心してご利用いただ

けるように、相談コーナーから見える位置

に託児コーナーを設置しています。また、

授乳やオムツ換えができるベビールーム

もあります。 

例えば･･･ 

「チャレンジ相談コーナー」で、
あなたの「チャレンジ」を一緒
に考えてみませんか。 

お気軽にお越しください！ 
 

レッツ・サン・カク 

【問い合せ先】 
所在地／〒510-0067　四日市市浜田町4-20 JA三重四日市ビル6F 
時　間／月～金　午前8時30分～午後7時 
　　　　土曜日　午前10時00分～午後5時  
休　日／日曜日、祝日、年末年始（12月29日～1月3日） 
連絡先／TEL：059-356-0239　FAX：059-356-3955 
　　　　 e-mail：challpla@pref.mie.jp  

男女がともに能力を発揮できる企業、仕事と家庭の両立ができる企業の取組は、働く側からは
もちろん、企業側からもこれからの社会において重要な事として注目されています。 
三重県では、男性も女性も各々が持てる力を十分に発揮できる「働きがい」のある職場づくり
を目的に、男女がいきいきと働いている企業を表彰しています。女性の能力活用や次世代育成
支援などに積極的に取り組まれている企業からの応募や、労働組合などからの推薦をお待ちし
ています。 

※受付で“チャレンジ相談”と言って、奥の方までお入りください。 

＊どんな取組をしている企業？ 
 

仕事と家庭の
両立・ファミ
リー重視と働
きやすさ 

女性の 
能力活用 

地域への社会
貢献　地域社
会と共存でき
る企業 

女性の能力発揮や職域拡大の推進・男女均等なキ
ャリア形成のため、従来の制度や慣行を見直し、
新たな取組や制度を導入した企業。 

仕事と家庭の両立支援のための制度を法律を上回
って実施している企業、安心して子どもを生み育
てられるよう努力している企業。 

ＣＳＲ（企業の社会的責任）活動を規定し、地域
社会と共存する企業、ボランティア活動・NPO等
を支援している企業。 

＊対象は？ 
　原則として、県内に本店または主たる事業所があり、 
   営利を目的に経済活動を行う企業。 
＊応募期間は？　 
　平成19年7月2日（月）～8月31日（金）必着　　　 

応募の詳細 
お問い合せ 

インターネット
コーナーもあ

りますよ！ 

インターネット
コーナーもあ

りますよ！ 

（市外局番もお忘れなく！） 




